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災
害
に
強
い
ま
ち
に

逃
げ
な
い
で
す
む
ま
ち
を
目
指
し
て

大
都
市
か
も
ろ
く
も
朋
れ
去
っ
た
阪
神
・
淡
路
大
震
災
か
ら
1
年
。
こ
の
震
災
は

様
々
な
教
訓
を
残
し
ま
し
た
か
、
な
か
で
も
都
市
づ
く
り
か
、
防
災
と
密
接
な
関
係

に
あ
る
こ
と
を
私
た
ち
隘
罕
し
ま
し
た
。
こ
の
教
訓
を
活
か
す
た
め
区
で
は
防
災
計

一
の
兄
禪
し
な
ど
。
様
々
な
対
策
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

今
回
、
そ
の
一
環
と
し
て
他
の
卯一区
と
多
摩
―
市
、
東
京
都
と
共
同
で
『
防
災
都

市
づ
く
り
推
進
計
画
(
整
備
計
画
)
」
を
検
討
し
て
い
ま
す
。
こ
の
計
画
は
ま
ち
づ

く
り
を
『
災
害
に
強
い
都
市
づ
く
り
』
の
視
点
で
見
直
し
、
た
と
え
地
一
か
発
生
し

て
も
、
火
災
や
、
難
物
の
倒
壊
な
ど
の
被
書
を
最
小
限
に
食
い
止
め
よ
う
と
い
う
も

の
で
す
。
都
内
‥凵
地
区
を
矍

屆
区
に
指
足
。
区
内
で
は
西
新
井
駅
西
口
周
辺
か
指

定
さ
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
足
立
区
の
防
災
ま
ち
づ
く
り
の
計
鼬
内
容
と
西
新
井
駅

西
口
周
辺
地
区
の
ま
ち
づ
く
り
計
鼬
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

防
災
ま
ち
づ
く
り
と
は
?

地
域
の
安
全
か
我
が
家
の
安
全

防
災
ま
ち
づ
く
n
と
は
、
ま
ち
づ
く

り
に

「
防
災
」
と
い
う
視
点
釁
と
り
入

れ
る
も
の
で
す
。
地
震
に
よ
る
火
災

は
、
広
い
地
域
に
お
よ
び
、
深
刻
な
被

貫
氤
だ
ら
す
危
険
性
が
あ
ひ
ま
す
。

こ
れ
を
防
ぐ
に
は
、
道
路
が
広
い
、
公

園
な
ど
の
空
間
が
あ
る
、
街
の
中
に
樹

木
が
多
い
・・・等
が
有
効
で
あ
る
こ
と

が
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
も
立
証
さ

れ
ま
し
た
。
建
物
が
密
集
に
た
地
域
の

多
い
足
立
区
で
は
、
た
と
え
火
災
が
発

生
し
て
も
延
焼
を
お
さ
え
る
、
「不
燃

化
促
進
事
業
」や
関
原
地
区
の
「防
災

生
活
圏
モ
デ
ル
亊
芋
な
ど
を
実
施

し
、ま
ち
の
中
に
緑
や
公
共
空
間
を
ふ

や
歹
こ
と
奮
蓚
め
て
い
欒
歹
。今
回
策

定
さ
れ
る
「防
災
都
市
づ
く
ひ
推
進
計

画
(
整
備
計
画
)
」は
、今
ま
で
区
が

行
っ
て
き
た
様
々
な
施
策
を
1
ヵ
所
に

袤
こ
め
、よ
n
効
果
的
で
集
中
的
な
防

災
都
市
づ
く
n
蚕
目
指
し
て
い
ホ
y
。

西
新
井
駅
西
口
周
辺
地
区
が
重
点
地
区
に

こ
の
計
画
で
は
西
新
井
駅
西
口
周
辺

地
区
を
2
0年
間
で
防
災
ま
ち
つ
く
り
に

し
て
い
く
も
の
で
す
。

▽
西
新
井
駅
前
の
再
開
発
な
ど
に
よ

り
、
駅
前
広
場
や
主
要
道
路
の
整
備
・

不
燃
建
築
物
へ
の
更
新
を
行
い
、
公

園
・
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
夲
埀
備
し
ま

す▽
地
区
内
外
の
避
難
経
路
の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
を
形
成
す
る
た
め
新
た
な
王
要
道

路
盒
辞

し
祟
す

マ
木
造
住
宅
等
密
集
市
街
地
の
防
災
性

向
上
、
良
好
な
住
宅
市
街
地
の
形
成
を

図
る
た
め
、
老
朽
木
造
建
築
物
の
耐
震

化
・
不
燃
化
`
E
と
も
に
住
環
境
の
整
備

を
図
り
、
牛
活
道
路
、
公
園
等
の
整
備

を
行
い
ま
す

▽
小
学
校
夲
秡
と
す
る
防
謡
錫
拠
点

の
整
備
を
し
毒
y

▽
こ
の
地
区
は
道
路
や
公
園
等
の
都
市

整
備
が
未
輅
胥
で
あ
る
た
め
、
消
防
活

動
が
困
驂

徭
域
に
つ
い
て
は
、
建
築

物
の
不
燃
化
に
合
わ
せ
て
オ
ー
プ
ン
ス

ペ
ー
ス
の
確
保
や
、
面
的
な
系
髮
整
備

温
冐
汞
す

こ
9

今

な
整
備
方
針
に
基
づ
い
て

事
業
を
行
い
、
1
0年
後
に
は
※
不
燃
領

域
率
の
5
5
%
(
2
0年
後
に
は
7
0
%
)確

保
を
目
標
に
し
て
い
康
司

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
に
は

皆
さ
ん
の
協
力
が
必
要
で
す

西
新
井
駅
西
口
周
辺
地
区
は
。杰
淨
一

宅
密
集
市
街
地
の
特
性
と
し
て
個
々
の

敷
地
が
狭
小
で
あ
る
y
にと
、
土
地
や
建

築
物
に
関
す
る
権
利
関
係
が
複
雑
で
あ

る
こ
″な
こ
、多
く
の
閻
瓢

恥
髦
墨
。

地
域
の
ま
ち
づ
く
簒
勣
に
は
、
そ

こ
に
住
ん
で
い
る
住
民
の
皆
さ
ん
の
協

力
な
し
に
は
で
膏
汞
せ
ん
。
そ
こ
で
区

で
は
今
後
、
地
元
に
婁
弓

く
り
の
た

め
の
組
織
を
つ
く
り
、
だ
れ
も
が
安
心

し
て
住
み
桍
け
身
¥

ま
ち
づ
く
口
を

目
揖
望
ヂ

。

防
災
ま
ち
づ
く
り
・
西
新
井
駅
西
口
周
辺
の
ま
ち

づ
く
り
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は

ま
ち
づ
く
り
課
　
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

地震による火災で焼失した神戸・長田地区

不
燃
領
域
率
っ
て
何
?

市
街
地
の
延
焼
性
状
蠹
評
価
す
る
1

つ
の
指
標
。こ
の
数
値
が
増
え
る

ほ
ど
市
街
地
の
焼
失
率
は
低
く
な

る
。
一
般
的
に
不
燃
領
域
率
が
4
0
%

以
上
に
達
す
る
と
、
市
街
地
の
俔
失

率
は
2
0～
2
5
%程
度
に
も
ま
ひ
、

延
俔
が
ゆ
る
や
か
な
も
り
屁
茗

。

災
害
時
の
基
礎
叨
安
全
性
の
確
保

の
た
め
少
な
く
と
も
、
不
燃
領
域
率
4
0
%

以
上
の
水
塋
冨
筬
す
る
必
要

が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
西
新
井

駅
西
口
周
辺
の
不
燃
領
域
率
は
3
7・
O
%

。

もしもの交通事故に
お役に立ちます
交通災害共済・交通災害見舞金

・
交
通
災
害
共
済

東
京
2
3区
が
共
同
で
運
営
し
て
い
る

交
通
災
害
共
済
は
、
皆
さ
ん
が
通
動
・

通
学
で
利
用
し
て
い
る
電
車
や
バ
ス
、

自
転
車
、
自
動
車
、
オ
ー
ト
バ
イ
な
ど

の
牙
好
茗
の
か
ら
、
船
舶
、
航
空
機

ま
で
幅
広
い
交
通
機
関
に
よ
っ
て
人
身

事
故
に
あ
っ
た
と
覗
聖
又
給
の
対
象
と

な
口
東
歹
。

対
象
卜
2
3区
内
に
住
所

が
あ
る
方

費
用
日
年
額
5
0
0円
、
千

円
、2
千
円
の
I
種
類
(
一
括
払
い
)

申
込
卜
掛
金
夲
痔
参
の
う
凡
2
3区
内
の

銀
行
・
信
用
金
庫
な
ど
の
金
融
機
関

(郵
便
局
は
除
く
)
で
加
入
申
込
書
を

提
出
(
1
0
人
以
上
の
団
体
は
直
接
共
済

窓
口
へ
。人
数
に
よ
り
割
り
戻
し
が
あ

口
汞
y
)
見
舞
金
卜
掛
金
2
千
円
の

燮
R

死
亡
時
6
0
0万円
。
さ
ら
に
交
通

遺
児
に
は
人

に
つ
き
5
0万
円
を
支
給

圏
足
立
区
交
通
災
害
見
舞
金
制
度

次
の
方
が
交
通
事
故
に
あ
っ
た
場
合

に
は
、
交
通
共
済
加
入
・
未
加
入
に
か

か
わ
ら
ず
、
区
か
ら
そ
の
程
度
に
応
じ

て
見
舞
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

対
象

凵
4
歳
か
ら
中
学
生
お
よ
び
7
0歳
以
上

の
区
民

い
ず
れ
も

問
先
=
交
通
災
害
共
済
、
交
通
安
全
係

【西新井駅西口周辺地区】

・親子体操教室親子で遊びながら楽しく体を動かします日時=2月21日( 金) 、午後1時30分～3時30分対象=2・3歳児とその親講師=高尾都茂子氏
定員=40 組 費用= 無料 場・申 一問先= 千住保健所 　30B8 ―4277
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※
電
話
番
号
は
お
問
違
い
な
く

それぞれの電話番号へ

福

祉

東
部
・
西
部
障
害
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
9
年
度

技
能
講
習
会

受
講
し
ま
せ
ん
か

趣
味
・
創
作
活
動
夲
通
じ
て
。日
常

牛
居
が
よ
ひ
充
実
す
る
ぷ
つ
講
習
会
を

行
い
李
y
。ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

日
程
等
日
表
1
り
と
お
り

対

象
日
区
内
在
住
の
障
害
夲
お
持
ち
の
方

申
込
卜
電
話

期
限
卜
2
月
2
8
E
※

移
動
困
雛
な
方
は
、
拠
点
間
の
謐
迎
バ

ス
が
利
用
で
寺
毒
歹

申
・
問
先
卜
東

部
地
域
(

国
道
A

羅

の
東
側
と
子

住

地
域
)

に
居
住
の
方
・・・
東
部
障
害
福
祉

総
合
セ
ン
タ
ー

(
5
6
8
2
)
5
3
7
0

西
部
地
域
(
国
道
t
碍
癜
の
西
側
と
小

台
、
新
田

、
宮
城
地
域
)
に
居
住
の
方

…
西
部
障
害
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

(
3
8
5
3
)
0
6
3
n
C

表1 東部・西部障害福祉総合センター技能講習会日程

ひ
と
り
親
家
庭
の
方
へ

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
を
派
遣
し
ま
す

対
象
卜
児
童
育
成
手
当
の
受
給
資
格
者

で
、中
学
生
以
下
の
児
貅
嘉
肴
し
て

い
る
ひ
と
ひ
親
冢
庭
内
容
卜
親
ま
た

は
中
学
生
以
下
の
子
供
が
病
気
や
ケ
ガ

な
ど
{
と
き
、家
事
や
育
邯
軍
聡
つ

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
を
派
遣
(
長
期
疾

病
・
入
院
等
は
対
象
外
)
/
F
度
の
申

請
で
5
回
以
内
、
年
間
2
0
回
ま
で
/
午

前
T
時
～
午
後
'
卜
時
の
間
で
連
続
&
時

間
ま
た
は
t
時
間
を
F
回
申
込
卜
診

察
券
等
、
疾
病
を
証
明
で
霤
宏
)
{
と

印
鑑
膏
苻
参
し
介
護
券
の
申
請
を
し
て

く
だ
さ
い
(
緊
急
の
場
合
は
、
あ
叭
か

じ
め
電
話
申
し
込
み
に
よ
ひ
代
理
の
方

の
来
所
可
)

申
・
問
先
=
K

率
当

係
、
各
福
祉
禀
務
所
(
表
2
)

表2 福祉事務所一覧

ひ
と
り
親
家
庭
休
養
ホ
ー
ム

国
民
宿
舎
の
宿
泊
料
(
年
度
内
l
泊

ま
で
)
が
無
料
で
利
用
で
章
豕
y
。た

だ
し
、入
湯
税
や
季
節
に
よ
る
特
別
宿

泊
料
金
の
差
額
等
は
自
己
負
担
に
な
り

ホ
y
。場
所
卜
熱
川
、犬
吠
埼
、軽

井
沢
等
1
1カ
所

対
象
H
母
子
笑
ぽ

父
子
家
庭
の
方

申
込
―
屁
澀
へ
直

接
予
約
(
必
ず
足
立
区
ひ
と
ひ
親
家
庭

休
養
ホ
ー
ム
利
用
と
告
げ
て
く
だ

い
)
。
予
約
後
、
児
童
手
当
係
ま
た
は

各
福
祉
事
務
所
の
窓
口
で
、
利
用
券
の

申
請
を
し
て
く
だ
さ
い

※
母
子
年

金
・
児
童
扶
養
手
当
証
書
・
児
童
育
成

手
当
支
払
通
知
書
な
ど
、ひ
と
ひ
覡
で

あ
る
y
にと
を
磴
認
で
霤
Q
も
の
と
印
鑑

を
痔
参

申
・
問
先
卜
児
童
罩
当
係
、

各
福
祉
事
務
所
(
表
2
)

国
保
・
年
金

ねんきん
出 張 相 談

日
程
等
卜
表
3
内
容
H
国
民
年
金
の

し
く
み
や
手
続
き
、保
険
料
の
支
払
方

法
な
ど
※
な
お
、今
月
の
夜
間
相
談

は
梅
田
セ
ン
タ
ー
で
行
い
ホ
y

問
先
卜
国
民
年
金
課
推
進
係

表3 ねんき ん出張相談日程

夜間開設

ご
利
用
く
だ
さ
い

国
保
指
定
保
養
施
設

近
県
の
旅
館
等
を
『
国
保
指
定
保
養

施
設
』
に
指
定
し
て
、
国
保
加
入
者
の

方
が
利
用
夏

嘶
に
。
利
用
料
金
の
一

部
を
助
成

天
人
3
千
円
、
子
供
千
5
0
0

円
)
し
て
い
ま
す
。

対
象
=

足
立
区
国
保
加
入
者
で
保
険
料
奮
九

納
し
て
い
る
方

申
込
卜
表
4
の
各
施

設
へ
直
接
電
話
予
約
(
足
立
区
国
保
課

扱
い
と
告
げ
て
く
だ
さ
い
)
。予
約
後
、L

週
聞
以
内
に
国
保
課
の
窓
口
で
利
用

承
認
譽
寡
吁
取
つ
て
ぐ
だ
さ
い

※

料
金
な
ど
、
く
わ
し
く
は
案
内
チ
ラ
シ

「区
民
富
務
所
、
国
保
課
窓
口
に
あ
り

聿
歹
ご
箋
」覧
く
だ
さ
い

申
・
問
先

卜
国
民
健
康
保
険
課
庶
務
係

表4 国保指定保養施設

● 料金は 、契約料金( 1 泊2 食付・平日) から 助成金を引いた 額です。
区民事務所、文化スポーツ公社では申し込みできませんのでご注意ください

教

育

4
月
か
ら
小
・
中
学
校
に
入
学
予
定
の
方
へ

就
学
手
続
き
は
お
済
み
で
す
か

・
4

月
か
ら
区
立
小
・
中
学
校
に
入
学

を
希
望
す
る
外
国
人
の
方

處
大
学
串
請
の
手
謦

筌
し
て
い

な
い
方
は
、
お
子
麌
ん
の
外
国
人
登
録

証
明
書
(
苹
呶
)
梟
痔
參
し
甲
請
し
て

く
だ
さ
い
。

・
国
・
私
立
の
小
・
中
学
校
に
入
学
か

決
定
さ
れ
た
方

入
学
歹
る
学
校
の
入
学
許
可
書
奮
罕

事
係
に
提
出
し
て
ぐ
だ
さ
い
。

・
区
立
小
・
中
学
校
に
入
学
す
る
方
　

入
学
す
る
学
校
に
「就
学
届
」夲
提
出

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
毒
y
。未
提
出

の
方
は
、
至
急
提
出
し
て
く
だ
さ
い

。

い
ず
れ
も

問
先
卜
学
務
課
学
事
係

外
国
人
学
校
の
児
童
・
生
徒
の

保
護
者
の
方
に
補
助
金
を
支
給
し
ま
す

外
甲
(
学
校
に
外
国
籍
豪
弖
灸
范

童
・
生
徒
奮
想
荅
せ
て
い
る
保
護
者

の
方
へ
、
攣
費
の
戡
攣
堤
翠
萇
だ

め
の
補
助
金
(
8
年
度
後
期
W
T
3

月
)

を
支
給
し
ま
す
。

申
請
=

▽
足

立
区
内
の
外
甲
(

学
校
に
在
籍
す
る
外

国
籍
を
有
す
る
思
甼

牛
徒
の
保
護
者

・・・
学
校
か
ら
の
指
不
に
従
っ
て
手
続
き

を
し
て
ぐ
だ
さ
い

▽
足
立
区
外
の
外

甲
(
学
校
に
在
篳
夏
剱
国
籍
豪
哥
す

る
児
童
・
牛
徒
の
保
護
者
・・私
学
振
興

担
当
に
ご
連
絡
ぐ
だ
さ
い

※
在
籍
証

明
書
(
区
役
所
所
定
の
も
の
)
、
保
護

者
名
義
の
預
金
通
帳
(
郵
便
局
は
除

く
)
、
印
鑑
が
必
要
で
す

申
・
問
先

卜
総
務
課
私
営
韲
扁
丐

掲
示
板

・
国
民
年
金
口
座
振
替
・
前
納
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
実
施
中
(
2
/
I
4
/
3
0
)
　

東
京
都
で
は
口
座
振
覃
と
前
納
聚
罹

季
春

た
め
。2
月
か
ら
4
月
に
口
座

振
替
・
前
納
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
。9

年
4
月
末
ま
で
に
口
座
振
替
の
手
続

耋
冥
れ
た
方
、
お
よ
び
9
年
度
の
保

険
料
を
前
納
さ
れ
た
方
の
中
か
ら
応
募

に
よ
り
抽
選
で
、
年
金
福
祉
施
設
の
宿

泊
券
な
ζ
岑
シ
ゼ
ン
ト
し
I
す
。

問
先
卜
都
・
福
祉
局
特
別
区
国
民
年
金

指
導
課

　
(
5
3
2
0
)
4
p

』
p』
1

・
綾
瀬
警
察
署
が
新
庁
舎
業
務
開
始

業
務
開
始
日
日
2
月
1
8
E
(火
)
、
午
前

旦
叺
芬

所
在
地
H
谷
中
4
-
1
-
2
4

問
先
=

瀬
警
察
署

(
3
6
p
)
0
)
0
1
-
0

・
離
職
中
の
看
護
職
員
の
た
め
の
再
就

職
フ
ェ
ア
一
`

日
時
=
2
月
2
8
B
(
金
)
、午
前
1
1
時
～

午
後
1
時

場
所
H
江
戸
東
京
博
物

館

内
容
H
都
内
の
離
職
中
の
看
護
職

員
の
弖
壻
職
を
促
戞
灸
だ
め
、
医
療

機
関
と
福
祉
施
設
の
採
用
扣
碼一
者
と
保

健
婦
壬
)
・
助
産
婦
・
看
護
婦
(
士
)
・

准
看
護
婦

壬
)
の
有
資
格
者
で
、
再

就
職
を
希
單
良
芳
の
合
同
面
接
会
S

用
卜
無
料

申
込
卜
当
日
直
接
会
場

へ

問
先
卜
東
京
都
ナ
ー
ス
プ
ラ
ザ

(
5
4
6
6
)
9
4
1
1

・
第
ヱ
四
東
京
都
平
和
の
日
記
念
行
s

▽
平
和
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

日
時
日
3
月
9

日

亘

、
午
後
L
時

場
所
H
都

庁
第
一
本
庁
舎
大
会
議
場

内
容
H
講

演
(
明
石
国
連
事
務
次
長
)
、
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
(
野
中
と
掣
民

ほ
か
)

▽
東
京
都
平
和
の
日
記
念
式

典

日
時
卜
3
月
1
0日
(
月
)
、
午
後
L

時

場
所
旦
東
京
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム

内
容
涯

発
表
、
コ
ン
サ
ー
ト
等

1
い
ず
れ
や
卜

申
込
H
往
復
は
が
き
に
、
イ
ベ
ン
ト

名
、
代
表
者
名
、
郵
便
番
号
、
住
所
、

電
話
番
号
、
希
輦
人
数

了
人
以
内
)

夲
明
記

期
限
H
2
月
苔

軅
印
有
効

申
・
問
先
日
「
東
京
都
平
和
の
日
記
念

行
事
」
事
務
局

〒
1
0
3中央
区
日
本
橋

本
町
1
-
3
-
5

日
本
橋
本
町
ピ
ル

　
『
3
p
』
7
5
)
8
1
0
7

・
足
立
区
特
別
養
護
考
人
ホ
ト
ム
・
六

月
パ
ー
ト
職
員
募
集

対
象
=
4
5
歳
く
ら
い
ま
で
で
、凋
了
日

程
度
お
よ
り
百
・
祝
日
動
務
で
戞
芳

勤
務
時
間
卜
▽
調
理
員
・
・
・
午
前
1
時
～

午
後
t
t
時
▽
特
養
寮
母
・
・
・
午
前
9
時

～
午
後
5
時
報
酬
卜
時
給
瞋
円
申

込
日
2
月
2
2
日
ま
で
に
履
歴
書
奎
`
一
送

岌
後
日
、
面
傍
旦
薀
一知

申
・
問
先
H

ゆ
う
あ
い
の
郷
六
月

〒
莖
(
月
1

　
(
5
2
4
2
)
0
3
0
q
u

ひ
ろ
ば

☆
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
(
出
店
者
募

集
)
3
月
2
日
亘
、
午
前
1
1
時
～

午
後
1
時
嶌
哭
の
場
合
3
月
9

日
/
大
谷
田
公
園
(
車
で
の
出
店
不

可
)
/
出
店
料
千
円
/
受
付
・
・
・
2
月

1
5
・
1
6
日
、
午
前
&
時
～
1
1
時
/
チ
ャ

イ
ル
ド
ケ
ア
サ
ー
ク
ル
榎
本

(
5
6
8
2
)
0
2
9
`
○

☆
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
(
出
店
者
募

集
)
3
月
2
日
亘
、午
前
1
0
～

午
後
1
時

※
雨
天
の
場
合
a
月
9
日
/

元
呷

擂
園
/
出
盾
料
千
円
/
ス
ニ

ー
カ
ー
斉
縢

(
3
6
2
B
)
0
4
9
9

」

※
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
開
催
を
お
考

え
の
方
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
諷
へ

(
3
8
8
0
)
5
1
1

ト
㈹

☆講演会「美しい地球を子ども達に」2月22日( 土) 、午後6時30分～9時ノエル・ソフィア/講師地球村代表高木善之氏/500, 円/予約制/寺山
3897- 5884( 午前または夜 間)
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募

集

鋸
南
・
日
光
自
然
教
室
指
導
補
助
員

区
立
小
学
校
が
I
泊
3
日
の
日
程
で

行
う
鋸
南
自
然
教
室
(
4
年
生
)
・
日

光
目
然
教
室
(
6
年
生
)
の
指
導
補
助

員
を
募
集
し
ま
す
。

対
象
H
教
員
免

許
取
得
者
お
よ
び
卒
業
時
取
曾

霑
み

の
方

内
容
H
衵
当
す
る
各
学
校
の
出

発
時
か
ら
帰
校
時
ま
で
の
児
童
引
率
補

助

謝
礼
H
I
回
の
引
率
に
つ
き
1
万
6

千
円
(
税
込
)

申
込
日
電
話

※

後
日
、
応
募
用
紙
を
送
付
し
求
す
。
希

望
の
期
間
(
5
月
か
ら
1
1月
の
実
施
期

間
内
で
複
数
回
希
望
可
能
)
を
調
輅
U

て
担
当
松
屋
楚

期
限
卜
3
月
1
0
R

申
・
問
先
=
校
外
学
園
係

看
護
婦
(
士
)
非
常
勤
職
員

対
象
H
看
護
婦
壬
)
資
格
の
あ
る
方

内
容
H
集
団
健
康
診
査
等
に
従
事
勤

務
場
所
H
江
北
保
健
相
談
所
動
務
条

件
H
週
t
日
(
3
0
時
間
)
/
有
給
休
暇
・

社
保
あ
り

募
集
人
S
=

人

選

考
万
法
卜
面
接
(
日
程
は
後
日
通
知
)

申
込
H
自
筆
の
履
歴
譽
屬
琢
疋
ほ

直
接
窓
口
に
持
参

期
限
目
2
月
2
8
E

申
・
問
先
日
江
北
保
健
相
談
所

〒
1
2
3

西
新
井
本
町
2
1
3
0
1
4
0

(
3
8
9
6
)
4
0
0
4

老
人
ク
ラ
ブ
の
会
員
に
な
り
ま
せ
ん
か

参
人
ク
ラ
ブ
活
動
は
、
高
齢
者
が
水

年
培
っ
て
き
た
豊
か
な
経
験
と
知
識

啾

蝙
広
ぐ
地
域
福
祉
に
役
立
て
忝
も

の
で
す
。各
地
域
の
老
人
ク
ラ
ブ
で
は
、

随
時
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
対

象
卜
区
内
在
住
の
6
0歳
以
上
の
方
(
た

だ
し
、6
0歳
以
下
の
方
で
も
準
会
員
と

し
て
加
入
が
可
能
で
す
)

活
助
内
容

H
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
(
道
路
・
公
園
等

の
清
掃
、リ
サ
イ
ク
ル
活
動
等
)
/
生
き

が
い
を
高
宮

活
動
(
講
演
会
、
學
窗

会
、
芸
能
大
会
、
趣
味
の
会
等
)
/
健

康
増
導

齠
(

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
、
グ
ラ

ン
ド
ゴ
ル
フ
、
ペ
タ
ン
ク
、
歩
こ
う
会

等
)
申
込
卜
各
地
域
の
老
人
ク
ラ
ブ
会

長

問
先
卜
在
宅
福
祉
課
在
宅
調
整
係

ビ
デ
オ
モ
ニ
タ
ー
募
集

区
で
は
制
作
し
て
い
る
ビ
デ
オ
広
報

壹
饗
応
の
'
遍
見
で
よ
り
魅
力
あ
る

も
の
に
す
る
た
め
モ
ニ
タ
ー
登
界
集
し

奪
歹
。
対
象
H
満
2
0
歳
以
上
で
、
区
内

に
引
疸
誓
町
着
月
以
上
居
汢
し
、
8

年
度
の
ビ
デ
オ
モ
ニ
タ
ー
、区
政
モ
ニ

タ
ー
で
な
い
方
(
噐
T
人
)
任

期
日
4
月
～
1
0
年
3
月
内
容
卜
年
1
0

本
の
ビ
デ
オ
広
報
を
見
て
ア
ン
ケ
ー
ト

に
回
答
(
ビ
デ
オ
は
郵
送
し
李
歹
)

募
集
人
員
H
2
0人
(
圸
暹
)

謝
礼
=

送
衍
じ
た
ビ
デ
オ
と
、
ア
ン
ケ
ー
ト
回

答
後
に
記
咨
覃
哂
呈

申
込
H
(
ガ

キ
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
職
業
、
電

話
番
号
(
昼
間
・
夜
間
の
両
方
)
夲
明

記

※
な
お
'
i
f
l
hオ
テ
ー
プ
は
V
H
S

の
み
で
歹
。
期
限
日
2
月
2
8日

申

・
問
先
日
広
報
課
映
像
担
当

〒
1
2
0中

央
本
町
1
1
1
7
-
I

都
市
農
業
公
園
レ
ス
ト
ラ
ン
経
営
者
募
集

場
所
H
都
市
農
業
公
園
レ
ス
ト
ラ
ン

(鳫
浜
2
-
4
4
1
1
)

規
模
H
食
堂

面
積
1
6
9㎡/
厨
房
・
倉
庫
面
積
1
5
6㎡/

売
店
面
積
1
6㎡
/
自
販
機
コ
ー
ナ
ー
7

㎡
営
業
開
始
卜
9
年
t
月
以
降
申

込
期
限
H
2
月
2
5日

※
く
わ
し
く
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

申
・
問
先

日
公
園
管
理
係

健

康

気
管
支
ぜ
ん
息
講
演
会

こ
ど
も
の
ぜ
ん
息
を
克
服
す
る
た
め
に

ぜ
ん
息
発
作
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
克

服
す
る
に
は
、
ま
ず
病
気
を
正
し
ぐ
理

解
す
る
こ
と
が
}
(切
で
す
。
訶
気
の
特

徴
や
原
因
、
予
防
の
決
め
手
夸
小
児
科

ア
レ
ル
ギ
ー
専
門
医
が
お
話
し
し
ま

す
。
日
時
卜
3
月
7
日
(
金
)
、
午
後

冫
時
I
4
時

場
所
H
ギ
ャ
ラ
ク
シ
テ

ィ
・
こ
ど
も
科
学
館

対
象
日
ぜ
ん
息

治
療
中
の
子
供
の
保
護
者

講
師
日
藤

川
敏
氏
(
獨
協
医
科
大
学
越
谷
病
院
小

児
科
医
師
)

費
用
日
無
料

申
込
凵

電
話

申
・
問
先
=
公
害
補
償
係

2
月
1
6日

竹
の
塚
休
日
診
療
所

(
内
科
・
小
児
科
)

が
臨
時
移
転

竹
の
筱
セ
ン
タ
ー
館
内
消
毒
の
た

め
、
隣
の
教
育
研
究
所
1
階
で
診
療
し

ま
す
。
日
時
卜
2
月
1
6
日
亘
、
午

前
1
0
時
～
午
後
t
時
、
午
慘
y
時
～
9

時
1
5分

※
竹
の
塚
休
日
歯
科
診
療
所
1

竹
の
筱
セ
ン
タ

ー
で
午
前
1
0時
か
ら
午
後
4
時
ま
で
診

療
し
て
い
ま
す

問
先
日
保
健
予
防
係

母
子
講
演
会

赤
ち
ゃ
ん
の
心
の
育
ち

～
情
報
に
振
り
回
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
か
～

現
代
9

茗

や
ん
と
お
母
六
兀
を
取

ひ
巻
ぐ
環
境
の
中
で
、
安
心
し
て
子
育

て
が
で
き
'
(ぶ

つ
一
緒
に
考
凡
て
み
ま

せ
ん
か
。

日
時
凵
3
月
5
日
丞

、

午
後
1
時
A

時
3
0分

対
象
H
I
歳

児
の
親
子
(
2
0組
)

講
師
H
田
中
千

穂
子
氏
(
花
ク
リ
ニ
ッ
ク
・
臨
床
心
理

恚

費
用
日
無
料

申
込
H
電
話

場
・
申
・
問
先
=
江
北
保
健
相
談
所

　
(
3
8
9
6
)
4
0
0
4

精
神
保
健
講
演
会

お
医
者
さ
ん
と
の
上
手
な
つ
き
あ
い
方

「
主
治
医
に
、
自
分
の
柧
み
を
相
談

し
た
い
け
ど
、
ゆ
っ
く
り
誥
せ
な
い
」
　

「
聞
き
た
い
こ
と
が
聞
け
な
い
」
な
ど

と
い
亘
ぶ
き
く
こ
と
が
あ
ひ
奪
歹
。

ご
っ
や
っ
て
李
に
お
医
者
さ
ん
と
付

克
号
て
ぃ
く
か
、
み
ん
な
で
考
凡
て

み
ま
せ
ん
か
y
・
日
時
卜
2
月
2
4
日
　

(
月
)
、
午
後
2
時
廴
蒔
対
象
H

糟
神
疾
患
で
受
診
中
の
方

内
容
H
講

演
と
話
し
合
い

講
師
卜
小
坂
功
氏

当
事
者
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
)
、
三
輪
寿

二
氏
(
東
京
足
立
病
院
・
心
理
福
祉
相

糖
貝
)

定
員
H
3
0人
S

用
H
無
料

申
込
卜
電
話

場
・
申
・
問
先
日
江
北

保
健
相
談
所

(
3
8
9
6
)
4
0
0
4

ごみ減量・リサイクル推進店
「R の お 店 」 が 増 え ま し た

区では、ごみの減量やリ サイクルに積極的 に取り組ん
でいる小売店( リサイク ルショ ップや簡易包装に取り組
んでいるお 店等) や商店街を “ ごみ減量・リサイク ル推
進店 「Rのお 店」"とし て認定し ていま す。こ のたび、
新たに綾瀬地域の2 沍が 「Rのお店」とし て認定されま
し た( 表5) 。 今回の認定を あわせて8 商店 街、270 店と
なりまし た。皆さんには、「R のお 店」の一 層のご 利用
をお願いし ます。また、「R のお 店」とし て認定を 希望
する方は 、ご 連絡ください。 問先 リ サイク ル推進課

表5 ごみ減量・リサイクル推進店「R のお店」認定店

ご 利用ください

確定申告の
無料相談

東
京
税
理
士
会
足
立
・
西
新
井
両
支

部
で
は
、小
規
模
(
所
得
金
額
3
0
0
万
円

程
霈
な
白
色
申
告
事
業
者
を
対
象

に
、確
定
申
告
の
無
料
相
談
を
表
6
の

日
程
で
竹
い
嫐
y
。※
所
得
の
計
算

が
複
雑
な
方
、
高
駟
な
万
は
管
轄
の
税

務
署
で
ご
相
談
く
だ
さ
い

表6 確定申告の無料相談日程

● 各会場とも車での来場はご遠慮ください。
各会場とも正午から午後1 時の間を除きます

健康あ・ら・かると
バナナの農薬は大丈夫?
殺菌剤ビテルタノールを
検査しました

デ
ザ
ー
ト
や
お
や
つ
に
人
気
の
高
い

バ
ナ
ナ
。栄
養
も
あ
り
、お
値
慇
豕

ご
ろ
。で
も
、農
薬
な
ど
は
大
丈
夫
な

の
で
し
ょ
う
か
y

バ
ナ
ナ
は
、
主
に
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
エ

ク
ア
ド
ル
(
南
米
)
、
台
湾
か
ら
輸
入

さ
れ
て
い
ま
す
。
エ
ク
ア
ド
ル
か
ら

は
、
赤
道
濫
苣
船
で
約
1
ヵ
月
か
か

っ
て
運
ぱ
れ
て
糞
莞
夛

。
バ
ナ
ナ
は
、

熟
す
と
病
害
虫
が
発
生
し
や
す
い
た

め
、植
物
防
疫
法
で
青
い
未
熟
の
状
態

で
輸
入
す
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
ま

す
。港
に
着
い
た
と
き
虫
が
付
い
て
い

る
場
合
は
青
酸
ガ
ス
で
ぐ
ん
蒸
し
欒
y

が
、こ
れ
は
バ
ナ
ナ
に
は
残
留
し
ま
せ

ん
。
そ
の
後
、
植
物
ホ
ル
モ
ン
の
エ
チ

レ
ン
ガ
ス
で
熟
成
さ
せ
黄
色
ぐ
食
べ
ら

れ
そ

今
に
な
n
乖
歹
。
産
地
で
は
、

い
く
つ
か
の
農
薬
が
偐
石
れ
て
い
る
よ

う
で
す
か
、
殺
菌
剤
の

「
ビ
テ
ル
タ
ノ

I
ル

」
と
い
≒
震

薬
が

、
残
留
し
て
い

と
の
調
査
報
告
が
あ
り
、
足
立
区
で

も
昨
年
度
か
ら
検
査
を
始
め
F

処

。

そ
の
結
果
、4
9
件
中
3
0
件
か
ら
ピ
テ

ル
タ
ノ
ー
ル
を
検
出
し
、
そ
の
7
ち
残

留
基
準
値
の

0
,
5
g
m
(
ぞ
巣
肉
を

合
わ
せ
た
全
果
)
を
越
え
た
も
の
が
、

2
件
(
エ
ク
ア
ド
ル
産
)
あ
n
乖
し
た
。

し
か
し
、
そ
の
冫
件
に
つ
い
て
実
際
に

食
べ
る
果
肉
の
み
を
検
査
し
た
と
こ

ろ
、
多
い
ほ
う
で
も
基
翠
値
の
F
/
1
0

し
か
残
留
し
て
い
ま
せ
ん
で
に
た
。
こ

れ
を
F
日
摂
取
許
容
量
(
A
D
I
:
人

が
一
生
涯
毎
E
食
べ
続
け
て
も
筈
に
な

ら
な
い
量
)
と
比
較
し
た
と
こ
ろ
、
大

人
で
は
毎
日
バ
ナ
ナ
1
1
一
本
、
子
心
一
で
は

4
本
食
べ
続
け
忝
と
害
に
な
'
(
一
量
で
し

た
の
で
、
普
通
に
食
べ
る
程
度
で
)
た

ら
、
心
配
す
夂
y
と
は
あ
2
唇
ん
。

と
ほ

り
χ
、
そ
の
他
の
農
薬
残
留
等
I
K

示
に
注
意
し
。
い
ろ

い
る
な
産
地
の
も
の
を
選
必

芦

心

が

け
忝
な
ぶ
い
で
し
ょ
う
。

(
衛
生
拭
験
所
検
査
技
師
)

産地別ビテルタノール検出状況

● 昨年度検 査した49 件のうち、
30件か、0, 01ppm以上、2件ヵ` 0, 5ppm以上でした

住
居
表
示
を

実
施
し
ま
す

区
は
、
昭
和
3
9年
か
ら
i

居
表
示

に
関
す
る
法
律
」
に
基
づ
き
、
住
居
表

示
の
整
僻
を
進
め
て
童
所
姙
。
今
回

は
、
次
の
地
域
で
、
3
月
1
日

か
ら
実
旆
し
ま
す
。
実
施
に
伴

う
各
種
手
続
き
は
、
す
で
に
各

戸
に
お
配
n
し
て
い
る
「
住
居

表
示
変
更
手
統
一
覧
表
」
を
参

考
に
行
つ
て
ぐ
だ
さ
い
。
住
所

変
更
手
続
き
に
必
要
な

「
住
居
表
示
変
更
証
明
書
」

は
、
実
施
甘
以
降
。
満
1
6

歳
以
上
の
万
に
2
通
ず
つ

お
配
p
し
奉
ふ

、
足
り

な
い
場
合
は
、
戸
籍
住
民

譚
住
居
表
示
担
当
ま
た
は

各
区
民
事
務
所
に
お
い

て
、無
料
で
発
行
し
ま
す
。

な
お
現
在
、
区
の
腕
章
を

付
け
た
委
託
業
者
が
、
各

種
住
居
表
示
板
の
取
付
作
業
の
た
め
各

戸
を
訪
問
し
て
い
ネ
t
'
の
で
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ホ
歹
。

対
象
地
域
H
伊

興
町
前
沼
の
一
部
、
伊
興
豎

逞
、
加

賀
皿
沼
町
、
北
鹿
浜
町
、
舎
人
町
の
一

部
、入
谷
町
の
一
部
、
古
千
谷
一
丁
目

の
一
部

問
先
卜
住
居
表
示
衵
当

□ 足立吹奏楽団 第18回定期演奏会2 月23日( 日) 、午後2 時/ 西 新井文化ホール/ ファンファーレとアレ ルヤ、映画音楽ほか/5oa 円( 全席自由) / 佐藤
　3899- 3187
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女
性
総
合
セ
ン
タ
ー
の
催
し

・
公
開
デ
ィ
ベ
ー
ト
(
討
論
会
)

昨
秋
に
開
催
し
た
『
女
性
の
た
め
の

デ
ィ
ベ
ー
ト
講
庠

の
参
加
者
に
よ
る

公
開
デ
ィ
ベ
ー
ト
(
討
論
会
)
岑
仔
い

ま
す
。
テ
ー
マ
は
、「
夫
婦
別
姓
選
択

制
の
法
制
化
の
是
非
」
で
す
。
デ
ィ
ベ

ー
ト
に
興
味
の
あ
る
方
、
夫
婦
別
姓
に

関
心
か
お
る
万
、
ぜ
ひ
ご
参
加
ぐ
だ
さ

い
。

日

時
目
3
月
3
日

月
)
、
午

後
6
時
4
5分
廴
螽
恥
分

定
員
H
4
0

人
(
先
着
順
)

申
込
卜
電
話

※
2

歳
か
ら
学
齢
前
の
お
子
さ
ん
の
保
育
を

行
い
ま
す
(
先
着
i
さ

。
保
育
の
当

日
受
付
は
あ
n
ま
せ
ん
の
で
希
望
者
は
Z

月
2
4日
ま
で
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い・
公
開
講
座
「
家
族
機
能
と
ア
ダ
ル
ト

チ
ル
ド
レ
ン
・
自
ら
の
生
き
に
く
さ
の

理
由
と
は
J
y
斉
藤
学
氏
(
精
神
科
医
)

を
招
い
て

夫
婦
間
暴
力
や
児
童
虐
待
は
当
事
者

の
み
の
問
題
で
は
な
く
、何
世
代
に
も

わ
た
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い

と
言
わ
れ
て
い
串
歹
。家
族
の
機
能
を

通
し
て
、身
近
な
者
か
ら
受
け
る
心
の

傷
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。日
時
卜
3

月
5
日
(
水
)
、午
後
2
時
3
0
分
～
4

時
3
0分

定
黄
卜
3
0人
(
抽
選
)

申

込
卜
往
復
は
が
き
に
住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
電
話
番
号
、
希
望
理
由
、「
公
開

講
座
」
希
望
石
明
記
。
※
l
歳
か
ら
学

齢
前
の
お
子
さ
ん
の
保
育
を
行
い
ま
す

(先
善
叉
)

。
当
日
受
付
は
あ
り
ま

せ
ん
の
で
希
望
者
は
お
子
さ
ん
の
名

前
、
生
年
月
日
も
記
入

期
限
H
2
月
2
2

日
必
着

い
ず
れ
も

費
用
日
無
料

場
・
申
・
問
先
卜
女
性

総
合
セ
ン
タ
ー

〒
1
2
3
梅
田
7
1
3
3
1
1

　
(
3
8
8
0
)
5
2
2
2

生
活
の
科
学
教
室

「
安
全
・
豊
か
な
食
生
活
づ
く
り
」

日
時
=
2

月
1
9
日
(
水
)
・
2
6日
(
水
)
、

午
後
1

時
3
0分
A

蒔
3
0
分

内
容
H

▽
1
日
目

肩

「
こ
れ
だ
け
は
知
っ

て
お
き
た
い
'
・
農
薬
・
添
加
物
は
心
厨

で
落
と
せ
る
」

▽
2
日
目
・
:
実
習
「
こ

う
す
n

晏

心
'
食

品
奮
選
ぶ
ポ
イ
ン

ト
と
食
べ
方
」

講
師
H

増
尾
灣
氏
(
元

東
京
都
消
費
者
セ
ン
タ
ー
試
験
研
究
室

長
)

対
象
日
区
内
在
住
・
在
動
・
在

学
者
で
2
日
間
参
加
で
瘴
る
方

定
員

卜
4
0人
(
先
着
順
)

費
用
H
無
料

申
込
日
電
話

場
・
申
・
問
先
日
消
費

者
セ
ン
タ
ー

(
3
8
8
0
)
5
3
8
5

水
上
バ
ス
の
旅

あ
だ
ち
リ
バ
ー
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

日
時
卜
3
月
り
一
日
丞
、午
前
1
0
時
～

午
後
t
時
場
所
H
千
住
曙
町
船
着
場

卜
岩
淵
水
門
～
千
住
新
橋
上
月
明
(
東

京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
見
学
)
⊥
噐
鐡
～

千
住
(
水
上
バ
ス
利
用
)

対
象
凵
観

光
協
会
会
員
と
家
族
お
よ
び
区
内
在
住

の
方

定
員
日
川
人
程
度

柚
選
)

費
用
ト
マ
観
光
協
会
会
員
・
:
3千
円

▽
会
員
家
族・
:
3
千
沺
円

Σ

般
・
:
4

千
円
(
い
ず
れ
も
昼
食
付
哉

当
日

現
地
で
支
払
い
)

申
込
H
往
復
(
ガ

キ
に
希
望
者
全
員
の
氏
名
、
年
齢
、
住

所
、
電
話
番
号
、
会
員
・
会
員
家
族

。

一
般
の
別
、「3
月
リ
バ
ー
ウ
ォ
ッ
チ

ン
グ
希
望

と
明
記

※
(
ガ
キ
L
枚

で
f
(
ま
で
申
し
込
み
可
。
返
信
(
ガ

キ
の
表
に
代
表
者
の
住
所
、
氏
名
夲
必

ず
£
入
。
重
複
申
込
は
無
効

期
限
H
2

月
2
4日
消
印
有
効

申
・
問
先
日
観

光
協
会
リ
バ
ー
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
担
当

(産
業
振
興
課
)
〒
1
2
0
中
央
本
町
I
-
1
7
1
1

(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

スケッチ
あだち

祝
成
人
の
日
の

集
い

～
8
、
3
5
7
人

新
た
な
誓
い
～

1
月
1
5日
、
惠
示
武
道
館
。
再
会

を
霑
び
合
う
歓
声
と
記
念
写
真
を
撮

る
新
成
人
で
に
ぎ
わ
い
ま
」だ

。
式

典
で
ほ

、
新
成
人
を
代
表
し
て
丸
江

祐
二
さ
ん

瘠
二
丁
目
)
彑
漲
京

子
さ
ん
(
谷
在
家
三
丁
目
)
が
「
今

日
の
日
を
契
機
と
し
て
、
よ
り
一
層

自
ら
の
人
格
形
成
夲
め
ざ
し
、
最
善

の
努
力
夲
尽
く
」乖
歹
」
と
誓
い
の

言
葉
夲
述
べ
ま
し
た
。
ま
た
、
当
日

の
新
成
人
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、「
自

分
の
行
動
に
責
任
を
痔
つ
」
が
抱
負
の

ト
ッ
プ
。
皆
さ
ん
は
、
ど
り
ぶ
7
な
誓

い
を
立
て
た
で
し
ょ
う
か
。
第
2
部
で

は
、
彼
ら
に
と
っ
て
思
い
出
の
ポ
ッ
プ

ス
且
蓼
尼
立
吹
奏
楽
団
が
披
露
、
新

成
人
に
エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。

地震の備えは万全ですか!

足立区
防災展

L
月
1
6
日～
2
0
日
の
間
、
区
役
所
の

ア
ト
リ
ウ
ム
に
お
い
て
。
足
立
区
防
災

展
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
各
種
の
消
火

器
や
小
型
可
搬
ポ
ン
プ
、
避
難
所
と
な

る
学
校
に
配
備
さ
れ
て
い
る
地
中
埋
設

型
r
に
イ
レ
`
夕
蒼
展
示
。

中
庭
で
は
、起
震
車
i

太
く
ん
』
が
苣
か
れ
、

保
育
園
児
た
ち
が
震
度
7
の
地
震
体
験

に
挑
戦
し
ま
し
た
。
中
央
本
町
四
丁
目
9
(

竹
富
十
早
さ
ん
は
、
仲
間
又

と

来
庁
、
町
会
婦
人
部
救
護
班
の
立
場
か

ら
熱
心
に
質
問
を
し
て
い
ま
し
た
。

初春の風を運ぶ

初釜と
郷土芸能鑑賞会

1
月
1
2
日
、
眼
か
く
き
れ

い
な
青
空
の
日
曜
日
、
郷
土

博
物
館
で
初
釜
と
郷
土
芸
能

鑑
賞
会
が
閣

哭

れ
ま
に‥
だ

。

「
普
段
ふ
れ
る
y
にど

の
少
な

い
お
抹
茶
や
郷
土
芸
能
が
満

喫
で
き
ま
し
た
。
子
ど
も
も

大
喜
び
で
す
」
と
保
木
間
四

丁
目
の
大
竹
‘
'ん

一
家
。

初
春
の
お
め
で
た
い
雰
囲

気
に
包
ま

れ
た
一
日
で
し
た

。

謡
曲
を
き
き
な
が
ら
お
抹
茶
を
一
服

寿
獅
子
も
披
露

さ
れ
ま
し
た

もう すぐ 春で す ね
まだまだ冷え込みが厳しい毎日。でも春

は少しずつ近'づいて来ています。1 月下旬
から、区内の公園には梅や寒桜などの花々
が咲き始めました。あなたも、近戸斤の公園
で 「小さな舂」を見つけてみませんか?

都市農業公園の寒桜

ニューイヤーパーティー
国際色豊かな新年会
世界の料理でおもてなし

1
月
1
7日
、
千
住
東
一

丁
目
に
あ
る
則
海
外
技
術

者
研
修
協
会
東
京
研
修
セ

ン
タ
ー
で
、
新
年
会
が
あ
n

ま
し
た
。
こ
れ
は
同
セ

ン
タ
ー
の
研
修
生
(
2
2カ

国
限
人
)
が
、
地
域
の

人
々
、
受
入
会
社
の
皆
さ

ん
を
招
待
し
て
、
毎
年
開

催
し
て
い
ス
も
の
で
す
。

当
日
は
、
中
国
、
韓
国
、

タ
イ
、
イ
ン
ド
な
ど
I
カ

国
の
料
聊
ぶ
愚

丁
目
町

会
の
寿
司
や
お
で
ん
が
勢

ぞ
ろ
い

。
舌
鼓
を
う
ち
な

が
ら
の
親
睦
・
交
流
は
、

年
々
参
加
者
が
増
え
、
盛

況
に
な
り
ま
す
。
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
で
は
、
普
段
か
ら
授
業
参
観

や
給
食
な
ど
で
交
流
の
あ
る
千
寿
第
八

小
学
校
の
1
年
生
が
λ
暴
と
合
唱
を
蔬

露
し
た
り
、
カ
ーフ
オ
ケ
や
各
国
の
踊
り

な
ど
で
楽
し
み
ま
し
た
。

タイの国技、ムエタイ

◎ 「あ だ ち 広 報 」は 再 生 紙 を 使 用 し て い ま す T・C・K・Y240, 000


